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すべての時代に、すべての人 に々
─ à tous les temps, à tous les peuples ─

　今日あたりまえに使われている計測の単位、メートルやキログラムは18世紀
末のフランスで産声をあげ、その後世界に浸透してきました。その背景には時
代や権力によって異なった計測単位を、何時の時代にも、どのような人々にも
受け入れられるものにしよう、という当時の啓蒙精神がありました。冒頭の「す
べての時代に、すべての人々に」というスローガンは、メートル法が公布された
時の宣言です。そしてこのような計量単位を支えているのがメトロロジスト
（Metrologist）です。耳慣れない言葉だと思いますが、計量標準 
（Metrology）の研究者、専門家のことを言います。計量標準総合センターは 
メトロロジストの集団で、産総研の7つの研究領域のひとつであり、日本の国家
計量標準機関（計量標準総合センター（National Metrology Institute of 
Japan, “NMIJ”））として、研究と計量標準の普及に日夜取り組んでいます。
　昨今、報道では異常気象や、気候温暖化の影響が議論されることが多くなっ
ていますが、大気の温度や炭酸ガス濃度の測定値が確かなものでないと議論
の意味がなくなってしまいます。測定値が空間的、時間的に信頼のおけるもの
となるために、質量や長さ、温度といった計量標準が各国で整合している必
用があります。NMIJは各国関連機関との協力の下で、環境や安全を守るた
めの計測技術開発に従事しています。また、「測れないものは作れない」という
言葉があるとおり、正確な計測は産業競争力の前提です。NMIJでは自動車
産業、半導体産業、素材産業など、多くの産業分野と密接に連携して先端
計測技術を開発しています。
　特に最近のトピックでは2018年に予定される質量（キログラム）、電流（アン
ペア）、熱力学温度（ケルビン）、物質量（モル）の定義改定があげられます。
このためには基礎物理定数を極めて高い精度で計測する必用があるのです
が、NMIJは米国、ドイツなどと並んで改定に必用な決定的なデータを出して
います。
　このような広範な活動の根底には、「すべての時代に」＝科学的・普遍的、「す
べての人々に」＝公共的・国際的、であろうとする、メトロロジストとしての共通
の価値観が脈打っています。NMIJは先端科学に触れると同時に、未来に、
社会に貢献する実感が得られる職場です。あなたもメトロロジストとして活躍し
てみませんか。

松崎 和也さん5

和田 彩佳さん5

中澤 由莉さん6

斎藤 直樹さん6

田中 幸美さん7

山口 英俊さん7

斉藤 郁彦さん8

黒江 美穂さん8

計量標準総合センター長からの
メッセージ1

最先端の科学が
「はかる」を変える、社会を変える2

計量標準のここがすごい！3

Fresh Interview
私がNMIJを選んだ理由5

NMIJが担うミッション9

NMIJの組織10

NMIJ研究職員の出身分野10

産総研の人材育成10

国立研究開発法人  産業技術総合研究所

計量標準総合センター長　臼田　孝

最
先
端
の
科
学
が

「
は
か
る
」を
変
え
る
、社
会
を
変
え
る左：プランク定数精密測定のために作成された質量1 kgのシリコン単結晶球体。この球体の質量、

体積、モル質量、格子定数を測定することで球体内のシリコン原子を数え、プランク定数を決定する。
右：シリコン単結晶球体の体積を測定するためのレーザー干渉計。レーザー波長の精密制御により、
球体形状を1ナノメートルよりも良い精度で計測する。

　「はかる」は科学の基本であり、私達人類は様々
な「はかる」技術を開発することで、この世界の現
象を解き明かそうとしています。世界各国の研究者
と手を取り合って未知の深淵をのぞき込むためには、
世界共通のはかるための「ものさし」が必要です。
このものさしが「メートル」、「キログラム」、「秒」など
の「単位」です。より高精度な「ものさし」を求めて、
私達はこれらの単位の定義を進化させてきました。
例えば、長さの単位「メートル」は、19世紀末には、
金属製のものさし「国際メートル原器」の長さとして
定義されていました。その後のレーザー科学の急速
な進展を受け、20世紀後半には、普遍的な物理定
数の一つである「光速度」を基準とする定義に移行
しました。光速度を基準とする新たな「ものさし」は
国際メートル原器と比較して飛躍的に高精度な長さ
測定を可能とし、ナノテクノロジー技術を核とする新
たな産業の創出を導きました。
　同様に、多くの重要な単位の定義が普遍的な物
理定数や物理現象に基づいた定義にすでに移行し
ています。ただし、質量の単位「キログラム」の定
義は約130年間変わっておらず、世界に一つしかな
い金属製の分銅「国際キログラム原器」の質量によっ
て定義されています。近年、表面の汚れなどによって、
国際キログラム原器の質量が変動している可能性が
指摘されています。より高精度なものさしを得るため

に、原子の質量と密接に関連する物理定数「プラン
ク定数」に基づく定義への移行が検討されています。
定義の移行のためには、新たな基準となるプランク
定数の値を決定しなければなりません。すでに、世
界各国の研究所で得られた高精度な測定結果に基
づき、将来、基準となる値が決定されています。計
量標準総合センターは、シリコン単結晶を用いてプラ
ンク定数を測定することで、この値の決定に大きく貢
献しました。2018年11月には、決定されたプランク
定数の値を基準とする新たな定義に移行するかどう
かの審議が行われます。まさに約130年ぶりとなるキ
ログラムの定義改定実施は秒読み段階に入っている
のです。
　プランク定数を基準とすることで、私達は、原子レ
ベルの質量測定を可能とする新たな「ものさし」を手
に入れることになります。これまで高精度の測定が困
難であったナノ（10億分の1）グラムやピコ（1兆分の
1）グラムオーダーでの質量計測が可能になり、創薬
や、精密な微細加工に必要な「ものづくり」への応
用が期待されています。
　このように最先端の科学が新しい「ものさし」を生
み、それが新たな産業を支え、人々のくらしを支え
ています。計量標準総合センターには、あなたの持っ
ている能力を社会に大きく広げるまたとないチャンス
が待っています。



21

Message

最
先
端
の
科
学
が「
は
か
る
」を
変
え
る
、社
会
を
変
え
る

IN
D
E
X

計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ

すべての時代に、すべての人 に々
─ à tous les temps, à tous les peuples ─

　今日あたりまえに使われている計測の単位、メートルやキログラムは18世紀
末のフランスで産声をあげ、その後世界に浸透してきました。その背景には時
代や権力によって異なった計測単位を、何時の時代にも、どのような人々にも
受け入れられるものにしよう、という当時の啓蒙精神がありました。冒頭の「す
べての時代に、すべての人々に」というスローガンは、メートル法が公布された
時の宣言です。そしてこのような計量単位を支えているのがメトロロジスト
（Metrologist）です。耳慣れない言葉だと思いますが、計量標準 
（Metrology）の研究者、専門家のことを言います。計量標準総合センターは 
メトロロジストの集団で、産総研の7つの研究領域のひとつであり、日本の国家
計量標準機関（計量標準総合センター（National Metrology Institute of 
Japan, “NMIJ”））として、研究と計量標準の普及に日夜取り組んでいます。
　昨今、報道では異常気象や、気候温暖化の影響が議論されることが多くなっ
ていますが、大気の温度や炭酸ガス濃度の測定値が確かなものでないと議論
の意味がなくなってしまいます。測定値が空間的、時間的に信頼のおけるもの
となるために、質量や長さ、温度といった計量標準が各国で整合している必
用があります。NMIJは各国関連機関との協力の下で、環境や安全を守るた
めの計測技術開発に従事しています。また、「測れないものは作れない」という
言葉があるとおり、正確な計測は産業競争力の前提です。NMIJでは自動車
産業、半導体産業、素材産業など、多くの産業分野と密接に連携して先端
計測技術を開発しています。
　特に最近のトピックでは2018年に予定される質量（キログラム）、電流（アン
ペア）、熱力学温度（ケルビン）、物質量（モル）の定義改定があげられます。
このためには基礎物理定数を極めて高い精度で計測する必用があるのです
が、NMIJは米国、ドイツなどと並んで改定に必用な決定的なデータを出して
います。
　このような広範な活動の根底には、「すべての時代に」＝科学的・普遍的、「す
べての人々に」＝公共的・国際的、であろうとする、メトロロジストとしての共通
の価値観が脈打っています。NMIJは先端科学に触れると同時に、未来に、
社会に貢献する実感が得られる職場です。あなたもメトロロジストとして活躍し
てみませんか。

松崎 和也さん5

和田 彩佳さん5

中澤 由莉さん6

斎藤 直樹さん6

田中 幸美さん7

山口 英俊さん7

斉藤 郁彦さん8

黒江 美穂さん8

計量標準総合センター長からの
メッセージ1

最先端の科学が
「はかる」を変える、社会を変える2

計量標準のここがすごい！3

Fresh Interview
私がNMIJを選んだ理由5

NMIJが担うミッション9

NMIJの組織10

NMIJ研究職員の出身分野10

産総研の人材育成10

国立研究開発法人  産業技術総合研究所

計量標準総合センター長　臼田　孝

最
先
端
の
科
学
が

「
は
か
る
」を
変
え
る
、社
会
を
変
え
る左：プランク定数精密測定のために作成された質量1 kgのシリコン単結晶球体。この球体の質量、

体積、モル質量、格子定数を測定することで球体内のシリコン原子を数え、プランク定数を決定する。
右：シリコン単結晶球体の体積を測定するためのレーザー干渉計。レーザー波長の精密制御により、
球体形状を1ナノメートルよりも良い精度で計測する。

　「はかる」は科学の基本であり、私達人類は様々
な「はかる」技術を開発することで、この世界の現
象を解き明かそうとしています。世界各国の研究者
と手を取り合って未知の深淵をのぞき込むためには、
世界共通のはかるための「ものさし」が必要です。
このものさしが「メートル」、「キログラム」、「秒」など
の「単位」です。より高精度な「ものさし」を求めて、
私達はこれらの単位の定義を進化させてきました。
例えば、長さの単位「メートル」は、19世紀末には、
金属製のものさし「国際メートル原器」の長さとして
定義されていました。その後のレーザー科学の急速
な進展を受け、20世紀後半には、普遍的な物理定
数の一つである「光速度」を基準とする定義に移行
しました。光速度を基準とする新たな「ものさし」は
国際メートル原器と比較して飛躍的に高精度な長さ
測定を可能とし、ナノテクノロジー技術を核とする新
たな産業の創出を導きました。
　同様に、多くの重要な単位の定義が普遍的な物
理定数や物理現象に基づいた定義にすでに移行し
ています。ただし、質量の単位「キログラム」の定
義は約130年間変わっておらず、世界に一つしかな
い金属製の分銅「国際キログラム原器」の質量によっ
て定義されています。近年、表面の汚れなどによって、
国際キログラム原器の質量が変動している可能性が
指摘されています。より高精度なものさしを得るため

に、原子の質量と密接に関連する物理定数「プラン
ク定数」に基づく定義への移行が検討されています。
定義の移行のためには、新たな基準となるプランク
定数の値を決定しなければなりません。すでに、世
界各国の研究所で得られた高精度な測定結果に基
づき、将来、基準となる値が決定されています。計
量標準総合センターは、シリコン単結晶を用いてプラ
ンク定数を測定することで、この値の決定に大きく貢
献しました。2018年11月には、決定されたプランク
定数の値を基準とする新たな定義に移行するかどう
かの審議が行われます。まさに約130年ぶりとなるキ
ログラムの定義改定実施は秒読み段階に入っている
のです。
　プランク定数を基準とすることで、私達は、原子レ
ベルの質量測定を可能とする新たな「ものさし」を手
に入れることになります。これまで高精度の測定が困
難であったナノ（10億分の1）グラムやピコ（1兆分の
1）グラムオーダーでの質量計測が可能になり、創薬
や、精密な微細加工に必要な「ものづくり」への応
用が期待されています。
　このように最先端の科学が新しい「ものさし」を生
み、それが新たな産業を支え、人々のくらしを支え
ています。計量標準総合センターには、あなたの持っ
ている能力を社会に大きく広げるまたとないチャンス
が待っています。



3 4

計
量
標
準
の
こ
こ
が
す
ご
い
！

計
量
標
準
の
こ
こ
が
す
ご
い
！

0.01℃
1m1nm

1
8
8
2
 
地
質
調
査
所
発
足

1
8
9
1
 
電
気
試
験
所
設
立

1
8
9
7
 
1
0
0
万
分
の
1
日
本
地
質
図
の
完
成
（
地
質
調
査
所
）

 

わ
が
国
初
の
無
線
電
信
実
験
（
電
気
試
験
所
）

1
9
0
0
 
工
業
試
験
所
設
立

1
9
0
3
 
中
央
度
量
衡
器
検
定
所
設
立

1
9
1
0
 
無
線
電
話
実
用
の
先
駆
・Ｔ
Ｙ
Ｋ
無
線
電
話

 

（
電
気
試
験
所
）

1
9
1
6
 
ス
ク
ワ
レ
ン
の
発
見
（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
2
9
 
ア
ン
モ
ニ
ア
の
合
成
の
工
業
化
（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
3
3
 
玉
虫
塗
り
の
技
術
の
完
成
（
工
芸
指
導
所
）

1
9
4
4
 
Ｃ
Ｍ
Ｃ（
カ
ル
ボ
キ
シ
ル
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
）の
製
造

 

（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
5
7
 
国
内
初
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
電
子
計
算
機
の
開
発

 

（
電
気
試
験
所
）

1
9
5
8
 
バ
ル
ジ
加
工
法
の
開
発
（
名
古
屋
工
業
技
術
試
験
所
）

1
9
6
0
 
粘
度
標
準
液
（
中
央
計
量
検
定
所
）

1
9
6
1
 
日
本
初
の
Ｉ
Ｃ
試
作
（
電
気
試
験
所
）

1
9
6
4
 
近
藤
効
果
の
発
見
（
電
気
試
験
所
）

 

岩
石
標
準
資
料
の
作
製
及
び
配
布
の
開
始
（
地
質
調
査
所
）

1
9
6
5
 
グ
ル
コ
ー
ス
イ
ソ
メ
ラ
ー
ゼ
の
発
見
（
発
酵
研
究
所
）

1
9
6
7
 
ア
ル
コ
ー
ル
の
密
度
表
（
計
量
研
究
所
）

 

Ｐ
Ａ
Ｎ
系
炭
素
繊
維
の
開
発
（
大
阪
工
業
技
術
試
験
所
）

1
9
6
8
 
メ
リ
ビ
ア
ー
ゼ
の
発
見
（
発
酵
研
究
所
）

1
9
6
9
 
Ｉ
Ｔ
Ｏ
透
明
導
電
膜
の
開
発
（
大
阪
工
業
技
術
試
験
所
）

 

ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
電
圧
標
準
シ
ス
テ
ム
に
移
行

 

（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
7
0
 
シ
ラ
ス
バ
ル
ー
ン（
微
細
中
空
ガ
ラ
ス
球
）（
九
州
工
業
技
術
試
験
所
）

1
9
7
1
 
パ
タ
ー
ン
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
研
究
を
先
導

 

（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
7
3
 
紋
紙
自
動
作
成
シ
ス
テ
ム
と
ジ
ャ
カ
ー
ド
織
機
オ
ン

 

ラ
イ
ン
制
御
シ
ス
テ
ム（
繊
維
高
分
子
材
料
研
究
所
）

1
9
7
4
 
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
見
（
微
生
物
工
業
技
術
研
究
所
）

1
9
7
5
 一
次
標
準
の
純
ガ
ス
の
確
定
（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
7
7
 
多
段
フ
ラ
ッ
シ
ュ
型
海
水
淡
水
化
技
術
の
開
発

 

（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
7
8
 
イ
オ
ン
化
静
電
メッ
キ
法
の
開
発
（
機
械
技
術
研
究
所
）

 

感
光
性
高
分
子
材
料
（
繊
維
高
分
子
材
料
研
究
所
）

1
9
8
0
 
Ｘ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
開
発
（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
8
0
 
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
太
陽
電
池
の
製
品
化
研
究

 

（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

 

音
声
認
識
技
術
の
研
究
（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
8
1
 
火
山
地
質
図
の
発
行
（
地
質
調
査
所
）

1
9
8
3
 
青
色
発
光
素
子
基
盤
作
製
技
術
の
開
発

 

（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
8
5
 
生
体
適
合
性
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
開
発
（
名
古
屋
工
業
技
術
試
験
所
）

 

血
圧
上
昇
抑
制
ペ
プ
チ
ド
の
発
見
（
微
生
物
工
業
技
術
研
究
所
）

 

三
次
元
織
物
技
術
の
開
発
（
繊
維
高
分
子
材
料
研
究
所
）

 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
油
化
（
北
海
道
工
業
開
発
試
験
所
）

1
9
8
7
 
海
水
か
ら
ウ
ラ
ン
を
採
る（
四
国
工
業
技
術
試
験
所
）

1
9
8
8
 
地
震
考
古
学
の
提
唱
（
地
質
調
査
所
）

1
9
9
4
 
光
触
媒
を
利
用
し
た
Ｎ
Ｏｘ
除
去
技
術
（
資
源
環
境
技
術
総
合

 

研
究
所
）

 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発

 

（
資
源
環
境
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
9
5
 
ス
メ
ク
タ
イ
ト
合
成
技
術
の
開
発
（
東
北
工
業
技
術
試
験
所
）

 

水
中
溶
接
自
動
化
技
術
の
開
発
（
四
国
工
業
技
術
研
究
所
）

1
9
9
8
 
有
機
化
合
物
の
ス
ペ
ク
ト
ル
Ｄ
Ｂ
公
開

 

（
物
質
工
学
工
業
技
術
研
究
所
）

 

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
光
触
媒
（
名
古
屋
工
業
技
術
研
究
所
）

 

金
属
炭
素
共
晶
点
に
よ
る
温
度
定
点
（
計
量
研
究
所
）

1
9
9
9
 
銅
系
高
温
超
電
導
物
質
の
発
見
（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

2
0
0
1
 
分
散
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
技
術
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｂ
の
開
発

2
0
0
2
 
地
震
の
連
鎖
機
構
の
解
明

 

ス
ー
パ
ー
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
に
よ
る
超
微
細
描
画

 

ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
素
子
に
よ
る
1
Ｖ
の
標
準
電
圧

 

ゲ
ノ
ム
の
水
平
転
移
の
証
拠
を
発
見

2
0
0
3
 
透
明
太
陽
電
池
の
開
発

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
用
Ｄ
Ｄ
Ｓ
ナ
ノ
粒
子
の
作
製

 

「
新
門
生
物
」ジ
ェ
ナ
テ
ィ
モ
ナ
ス
・
オ
ー
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
の
発
見

2
0
0
4
 
ア
ボ
ガ
ド
ロ
定
数
の
高
精
度
化

 

光
の
ホ
ー
ル
効
果
解
明

 

世
界
最
高
性
能
の
ト
ン
ネ
ル
磁
気
抵
抗
素
子

2
0
0
5
 
暴
露
リ
ス
ク
評
価
大
気
モ
デ
ル
の
開
発

 

耐
熱
性
ガ
ス
バ
リ
ア
膜
の
開
発

 

歯
胚
由
来
間
葉
系
幹
細
胞
か
ら
の
組
織
再
生
に
成
功

 

Ｒ
Ｎ
Ａ
構
造
変
化
に
よ
る
遺
伝
子
ス
イ
ッ
チ
機
構
解
明

2
0
0
6
 ε
相
酸
素
の
結
晶
構
造
解
明

 

有
機
ナ
ノ
チ
ュー
ブ
の
大
量
合
成

 

高
品
質
単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュー
ブ
の
大
量
合
成

 

シ
ー
ム
レ
ス
地
質
図
の
公
開

2
0
0
7
 
圧
力
（
気
体
差
圧
）の
遠
隔
校
正
に
成
功

 

共
生
細
菌
の
宿
主
昆
虫
へ
の
影
響
を
実
証

 

生
体
分
子
の
動
的
観
察
に
成
功

 

エ
ア
ロ
ゾ
ル
デ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
法
の
実
用
化

 

密
閉
型
遺
伝
子
組
換
え
植
物
工
場
を
開
発

2
0
0
8
 
生
き
た
細
胞
を
そ
の
ま
ま
観
察
で
き
る
電
子
顕
微
鏡
を
開
発

 

次
世
代
集
積
回
路
に
適
応
し
た
新
型
メ
モ
リ
回
路
技
術
を
開
発

 

N
O
x
分
解
浄
化
電
気
化
学
リ
ア
ク
タ
ー
の
低
温
作
業
化
を
実
現

2
0
0
9
 
光
周
波
数
コ
ム
装
置
を
「
長
さ
」の
国
家
標
準
に
指
定

2
0
1
2
 メ
ー
ト
ル
原
器
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

産
総
研
の
主
な
成
果
年
表

西  

暦

成  

果

10 V

12000 m3／h

1kg

1cd

ナノメートル計測用の標準スケール

電圧標準は、ジョセフソン効果
により発生する電圧

1メートルとは
光が一定時間に真空中を進む長さ

水の三重点
我が国の質量標準
「日本国キログラム原器」

我が国の質量標準は、当所で保管する「日本国キ
ログラム原器」（1 kg）です。1890年（明治23年）
に日本に来ました。100年間で「国際キログラム原
器」との差が7 μgしか変化していません。現在、
普遍的な基礎物理定数を用いて質量を精密に決め
ることを目指して、単結晶シリコン球の原子数を求
める研究等によって、質量の単位の再定義に挑戦
しています。

1メートルは、1秒の299 792 458分の1の時間に光が真
空中を伝わる行程の長さと定められています。この長さの標
準を実現するために、光周波数コム装置が用いられています。

温度目盛は、物質の特殊な状態における決
められた温度によってつけられています。写
真は、水の三重点という状態（氷・水・水蒸
気が共存する状態）を作り出し、0.01 ℃
（273.16 K）を実現するセルです。

写真は、水流量校正設備で、最大流量12000 m3/h、水温70 ℃において、実際
の発電用原子炉と同じ流動条件のもとで流量計の校正が可能な大型試験設備です。

水流量校正設備の最大流量
水流量校正設備

電力置換型極低温放射計光格子時計の真空チャンバー内で捕獲されたイッテルビウム原子

日本国キログラム原器

光度（明るさ）の単位カンデラは、ある波長の光の一定方向の放射強度によって定められ
ています。光度単位カンデラは、液体ヘリウム温度に冷却された電力置換型放射計を中
核とする分光応答度絶対校正装置によって測定される光検出器の絶対感度に基づいて実
現されています。

光度（明るさ）

計量標
準の

　　  こ
こがすご

い！

光周波数コム装置

電圧標準は、ジョセフソン効果により発生する電
圧により実現しています。写真は、10 Vを作り出
すジョセフソン接合アレーです。

微細加工等の精度向上のためにナノスケールの標準が必
要です。図は、ナノメートル計測用の標準スケールを校正
する原子間力顕微鏡（AFM）により測定された1次元回
折格子の像です。

ジョセフソン接合アレー

1次元回折格子のAFM像

pH測定用Harnedセル

認証標準物質

水の三重点セル

1S
時間の単位１ 秒はセシウム原子の固有の共鳴周波数により定義されています。しかし、
2012年10月にメートル条約関連会議でＮＭＩＪが開発したイッテルビウム（Yb）原子を
利用した光格子時計が「新たな秒の定義」の候補として採択されました。この光格子
時計により、137億年間動かし続けても1秒も誤差のない時計が実現できます。

酸性・アルカリ性をはかる「ものさ
し」であるpHは、水素ガス電極を
用いたHarnedセルによって、
1000分の3の精確さでpHの値
を決定できます。

分析値の信頼性を確保する
ために必要不可欠な標準物
質を開発しています。例えば、
環境や食品中の重金属や
残留農薬などを分析するた
め標準物質、あるいは臨床
検査をサポートするための標
準物質などがあります。

pH
（水素イオン活量指数） 

安全・安心を支える標準物質

水

水蒸気

氷

新たな時間の定義候補
「Ｙｂ光格子時計」
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計
量
標
準
の
こ
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が
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計
量
標
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の
こ
こ
が
す
ご
い
！

0.01℃
1m1nm

1
8
8
2
 
地
質
調
査
所
発
足

1
8
9
1
 
電
気
試
験
所
設
立

1
8
9
7
 
1
0
0
万
分
の
1
日
本
地
質
図
の
完
成
（
地
質
調
査
所
）

 

わ
が
国
初
の
無
線
電
信
実
験
（
電
気
試
験
所
）

1
9
0
0
 
工
業
試
験
所
設
立

1
9
0
3
 
中
央
度
量
衡
器
検
定
所
設
立

1
9
1
0
 
無
線
電
話
実
用
の
先
駆
・Ｔ
Ｙ
Ｋ
無
線
電
話

 

（
電
気
試
験
所
）

1
9
1
6
 
ス
ク
ワ
レ
ン
の
発
見
（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
2
9
 
ア
ン
モ
ニ
ア
の
合
成
の
工
業
化
（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
3
3
 
玉
虫
塗
り
の
技
術
の
完
成
（
工
芸
指
導
所
）

1
9
4
4
 
Ｃ
Ｍ
Ｃ（
カ
ル
ボ
キ
シ
ル
メ
チ
ル
セ
ル
ロ
ー
ス
）の
製
造

 

（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
5
7
 
国
内
初
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
電
子
計
算
機
の
開
発

 

（
電
気
試
験
所
）

1
9
5
8
 
バ
ル
ジ
加
工
法
の
開
発
（
名
古
屋
工
業
技
術
試
験
所
）

1
9
6
0
 
粘
度
標
準
液
（
中
央
計
量
検
定
所
）

1
9
6
1
 
日
本
初
の
Ｉ
Ｃ
試
作
（
電
気
試
験
所
）

1
9
6
4
 
近
藤
効
果
の
発
見
（
電
気
試
験
所
）

 

岩
石
標
準
資
料
の
作
製
及
び
配
布
の
開
始
（
地
質
調
査
所
）

1
9
6
5
 
グ
ル
コ
ー
ス
イ
ソ
メ
ラ
ー
ゼ
の
発
見
（
発
酵
研
究
所
）

1
9
6
7
 
ア
ル
コ
ー
ル
の
密
度
表
（
計
量
研
究
所
）

 

Ｐ
Ａ
Ｎ
系
炭
素
繊
維
の
開
発
（
大
阪
工
業
技
術
試
験
所
）

1
9
6
8
 
メ
リ
ビ
ア
ー
ゼ
の
発
見
（
発
酵
研
究
所
）

1
9
6
9
 
Ｉ
Ｔ
Ｏ
透
明
導
電
膜
の
開
発
（
大
阪
工
業
技
術
試
験
所
）

 

ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
電
圧
標
準
シ
ス
テ
ム
に
移
行

 

（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
7
0
 
シ
ラ
ス
バ
ル
ー
ン（
微
細
中
空
ガ
ラ
ス
球
）（
九
州
工
業
技
術
試
験
所
）

1
9
7
1
 
パ
タ
ー
ン
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
研
究
を
先
導

 

（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
7
3
 
紋
紙
自
動
作
成
シ
ス
テ
ム
と
ジ
ャ
カ
ー
ド
織
機
オ
ン

 

ラ
イ
ン
制
御
シ
ス
テ
ム（
繊
維
高
分
子
材
料
研
究
所
）

1
9
7
4
 
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
発
見
（
微
生
物
工
業
技
術
研
究
所
）

1
9
7
5
 一
次
標
準
の
純
ガ
ス
の
確
定
（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
7
7
 
多
段
フ
ラ
ッ
シ
ュ
型
海
水
淡
水
化
技
術
の
開
発

 

（
東
京
工
業
試
験
所
）

1
9
7
8
 
イ
オ
ン
化
静
電
メッ
キ
法
の
開
発
（
機
械
技
術
研
究
所
）

 

感
光
性
高
分
子
材
料
（
繊
維
高
分
子
材
料
研
究
所
）

1
9
8
0
 
Ｘ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
開
発
（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
8
0
 
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
太
陽
電
池
の
製
品
化
研
究

 

（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

 

音
声
認
識
技
術
の
研
究
（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
8
1
 
火
山
地
質
図
の
発
行
（
地
質
調
査
所
）

1
9
8
3
 
青
色
発
光
素
子
基
盤
作
製
技
術
の
開
発

 

（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
8
5
 
生
体
適
合
性
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
開
発
（
名
古
屋
工
業
技
術
試
験
所
）

 

血
圧
上
昇
抑
制
ペ
プ
チ
ド
の
発
見
（
微
生
物
工
業
技
術
研
究
所
）

 

三
次
元
織
物
技
術
の
開
発
（
繊
維
高
分
子
材
料
研
究
所
）

 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
油
化
（
北
海
道
工
業
開
発
試
験
所
）

1
9
8
7
 
海
水
か
ら
ウ
ラ
ン
を
採
る（
四
国
工
業
技
術
試
験
所
）

1
9
8
8
 
地
震
考
古
学
の
提
唱
（
地
質
調
査
所
）

1
9
9
4
 
光
触
媒
を
利
用
し
た
Ｎ
Ｏｘ
除
去
技
術
（
資
源
環
境
技
術
総
合

 

研
究
所
）

 

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発

 

（
資
源
環
境
技
術
総
合
研
究
所
）

1
9
9
5
 
ス
メ
ク
タ
イ
ト
合
成
技
術
の
開
発
（
東
北
工
業
技
術
試
験
所
）

 

水
中
溶
接
自
動
化
技
術
の
開
発
（
四
国
工
業
技
術
研
究
所
）

1
9
9
8
 
有
機
化
合
物
の
ス
ペ
ク
ト
ル
Ｄ
Ｂ
公
開

 

（
物
質
工
学
工
業
技
術
研
究
所
）

 

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
光
触
媒
（
名
古
屋
工
業
技
術
研
究
所
）

 

金
属
炭
素
共
晶
点
に
よ
る
温
度
定
点
（
計
量
研
究
所
）

1
9
9
9
 
銅
系
高
温
超
電
導
物
質
の
発
見
（
電
子
技
術
総
合
研
究
所
）

2
0
0
1
 
分
散
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
技
術
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｂ
の
開
発

2
0
0
2
 
地
震
の
連
鎖
機
構
の
解
明

 

ス
ー
パ
ー
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
に
よ
る
超
微
細
描
画

 

ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
素
子
に
よ
る
1
Ｖ
の
標
準
電
圧

 

ゲ
ノ
ム
の
水
平
転
移
の
証
拠
を
発
見

2
0
0
3
 
透
明
太
陽
電
池
の
開
発

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
用
Ｄ
Ｄ
Ｓ
ナ
ノ
粒
子
の
作
製

 

「
新
門
生
物
」ジ
ェ
ナ
テ
ィ
モ
ナ
ス
・
オ
ー
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
の
発
見

2
0
0
4
 
ア
ボ
ガ
ド
ロ
定
数
の
高
精
度
化

 

光
の
ホ
ー
ル
効
果
解
明

 

世
界
最
高
性
能
の
ト
ン
ネ
ル
磁
気
抵
抗
素
子

2
0
0
5
 
暴
露
リ
ス
ク
評
価
大
気
モ
デ
ル
の
開
発

 

耐
熱
性
ガ
ス
バ
リ
ア
膜
の
開
発

 

歯
胚
由
来
間
葉
系
幹
細
胞
か
ら
の
組
織
再
生
に
成
功

 

Ｒ
Ｎ
Ａ
構
造
変
化
に
よ
る
遺
伝
子
ス
イ
ッ
チ
機
構
解
明

2
0
0
6
 ε
相
酸
素
の
結
晶
構
造
解
明

 

有
機
ナ
ノ
チ
ュー
ブ
の
大
量
合
成

 

高
品
質
単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュー
ブ
の
大
量
合
成

 

シ
ー
ム
レ
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12000 m3／h

1kg

1cd

ナノメートル計測用の標準スケール

電圧標準は、ジョセフソン効果
により発生する電圧

1メートルとは
光が一定時間に真空中を進む長さ

水の三重点
我が国の質量標準
「日本国キログラム原器」

我が国の質量標準は、当所で保管する「日本国キ
ログラム原器」（1 kg）です。1890年（明治23年）
に日本に来ました。100年間で「国際キログラム原
器」との差が7 μgしか変化していません。現在、
普遍的な基礎物理定数を用いて質量を精密に決め
ることを目指して、単結晶シリコン球の原子数を求
める研究等によって、質量の単位の再定義に挑戦
しています。

1メートルは、1秒の299 792 458分の1の時間に光が真
空中を伝わる行程の長さと定められています。この長さの標
準を実現するために、光周波数コム装置が用いられています。

温度目盛は、物質の特殊な状態における決
められた温度によってつけられています。写
真は、水の三重点という状態（氷・水・水蒸
気が共存する状態）を作り出し、0.01 ℃
（273.16 K）を実現するセルです。

写真は、水流量校正設備で、最大流量12000 m3/h、水温70 ℃において、実際
の発電用原子炉と同じ流動条件のもとで流量計の校正が可能な大型試験設備です。

水流量校正設備の最大流量
水流量校正設備

電力置換型極低温放射計光格子時計の真空チャンバー内で捕獲されたイッテルビウム原子

日本国キログラム原器

光度（明るさ）の単位カンデラは、ある波長の光の一定方向の放射強度によって定められ
ています。光度単位カンデラは、液体ヘリウム温度に冷却された電力置換型放射計を中
核とする分光応答度絶対校正装置によって測定される光検出器の絶対感度に基づいて実
現されています。

光度（明るさ）

計量標
準の

　　  こ
こがすご

い！

光周波数コム装置

電圧標準は、ジョセフソン効果により発生する電
圧により実現しています。写真は、10 Vを作り出
すジョセフソン接合アレーです。

微細加工等の精度向上のためにナノスケールの標準が必
要です。図は、ナノメートル計測用の標準スケールを校正
する原子間力顕微鏡（AFM）により測定された1次元回
折格子の像です。

ジョセフソン接合アレー

1次元回折格子のAFM像

pH測定用Harnedセル

認証標準物質

水の三重点セル

1S
時間の単位１ 秒はセシウム原子の固有の共鳴周波数により定義されています。しかし、
2012年10月にメートル条約関連会議でＮＭＩＪが開発したイッテルビウム（Yb）原子を
利用した光格子時計が「新たな秒の定義」の候補として採択されました。この光格子
時計により、137億年間動かし続けても1秒も誤差のない時計が実現できます。

酸性・アルカリ性をはかる「ものさ
し」であるpHは、水素ガス電極を
用いたHarnedセルによって、
1000分の3の精確さでpHの値
を決定できます。

分析値の信頼性を確保する
ために必要不可欠な標準物
質を開発しています。例えば、
環境や食品中の重金属や
残留農薬などを分析するた
め標準物質、あるいは臨床
検査をサポートするための標
準物質などがあります。

pH
（水素イオン活量指数） 

安全・安心を支える標準物質

水

水蒸気

氷

新たな時間の定義候補
「Ｙｂ光格子時計」
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P R O F I L E

■入所年　2014年
■研究内容
Ｘ線CTによる寸法・形状計測の
高精度化
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　実家は福岡県、大学は京都府、そしてつくばへ
「徐々に、東に移動してきた感じです。」と笑う松崎さ
んは、休日は今まで行ったことのない場所を歩いて、
新しい発見を楽しんでいるという。「つくばは田舎だ
からごみごみしていない。でも、必要な物は揃ってい
るし、都内に出かけるのも近くていいですよ。」と語る。
　産総研で働きたいと思ったきっかけは、見学会で
研究現場を見たり、研究者の話を聞いたりした時に
遡る。それまでは、計測の研究にどんな意味がある
のか、うまくイメージが出来なかった。現場を見て精
密に計測することを追求することが、想像より難しく、
そして面白そうだと感じた。「研究を仕事にする」こと
をリアルに実感した瞬間だった。「仕事を選ぶ時に大
切なのは、自分で選んだという気持ち。自分で決め
たんだから、頑張ろうって思えるじゃないですか。」そ
の顔には、日々 の研究への充実感が感じられた。
　松崎さんの主な研究内容は、Ｘ線CTによる
寸法・形状計測の高精度化。新しい解析方
法やプログラムを準備し、まずは想定した通
りに動いているか検証する。そうして取り
入れた手法を使用した結果、それまで分
からなかったことが明らかになった時が一

番楽しい。「計量標準の研究は、計測器の
ユーザが普段意識しないレベルの精度を追求す
るものなので、一般に理解されにくい面もあります
が、深く追及するからこそ、横に広がったり、縦
に広がったり、思いがけない広がりが見つかるこ

とがあります。研究の途中で、どうしても分からないこ
とがあって、悩みに悩んでやっと理解が出来て、研究
が前に進んだとき、論文にまとめられたときの達成感は
大きいです。」と話す。また企業との打ち合わせの中で、
現場の技術に自分たちの研究、知見や標準供給の
結果が反映されていることを知り、社会と直接つながっ
ていると実感できることにやりがいを感じると言う。
　「また産総研では、『フレックスタイム制』の他に『裁
量労働制』（研究職では一定の要件を満たせば実際
の労働時間に関わらず、労使協定で定めた一定の
時間を労働したものとみなして、自分の裁量で労働
時間を管理できる裁量労働制を選択することが可
能。労働時間の配分は、午前５時から午後10時ま
での間で自由であるが、午前７時前に始業する場合
には事前に管理者への届出が必要。）も取り入れて
いるので、研究の進捗に応じて自分に合った働き方
を決めることが出来るのも魅力。」だと話す。研究の
アイデアが浮かんだ時はでどんどん実験をするなど１
日の大半を仕事に充てたり、スケジュールに余裕の
ある時や仕事が思った通りに進まない時は、早々に
仕事を切り上げて気分をリフレッシュする。
　松崎さんの研究テーマである「計測の高精度化」
だが、現在取り組んでいる計測精度に影響する要
因を特定することに留まらず、それらの要因を排除し
た「世界で最高精度の装置」を開発したいと考えて
いる。そのアイデアは「大きくて広い研究所」の思い
がけない広がりから生まれるのかもしれない。

P R O F I L E

■入所年　2013年
■研究内容
測光・放射量に関する標準の研究開発、
光源の配光（光の広がり）や全光束の測定

中澤 由莉さん
物理計測標準研究部門　
光放射標準研究グループ

Yuri NAKAZAWA

自分のやりたいことはどこなら出来るのか
研究室に留まらず社会に出る研究を
　中澤さんは、中学では陸上部に所属、高校時代
は音楽部に入って、親が学業を心配するほど合唱ば
かりやっていたそうだ。大学からはつくば市で暮ら
していて、自転車で通勤する中澤さん。つくば
は都会っぽくなく、自然が多いのが気に入ってい
るという。大学の研究室のOBにも産総研関係
者がいたこともあり、産総研はもともと身近に
ある研究機関だったそうだ。
　大学時代は化学系の学部。恩師の先生
は物理や数学の知識が豊富で、基礎研究
の楽しさを教えてくれた。研究に対して非常
にストイックで、なにごとも論理的に考え、ま
た、学生ひとりひとりの適正を考えて指導し
てくれた先生は、研究者としても、ひとり
の人間としても尊敬でき、目標とする存在
だという。
　修士で卒業して企業で働くか、博士課
程に進むのか、在学中は非常に悩み、指導
教官や親にも何度も相談した中澤さんだが、
大学で行うような基礎研究に関心があり、研究
職として働きたいと思うようになった、そのなかで、
研究に欠かせない「計測」の基準となるものにつ
いて興味をもつ。また、恩師の物理化学の授業
で「温度の基準」に関する講義を聴き、物理量
の基準について考えるようになった頃、産総研
の計測に関する部門で修士卒の採用がある
ことを知り、産総研への就職を決意する。

　中澤さんは、測光・放射量に関する標準の研究開
発のグループに所属。「大学とは違う分野でしたので、
光の分野に慣れるまでは大変でした。けれど、測定
データの扱い方や解析の基礎といった研究活動の
基本となる部分や、研究結果を論文やスライドにま
とめる作業は、学生時代の研究室で学んだことが
役に立っています。」と話す。
　産総研は、産総研憲章「社会の中で、
社会のために」にあるように、学術的な追究
だけでなく、社会のためになることを行う研究
所。特に、計測標準はその役目からして「縁
の下の力持ち」だと思うと話す中澤さん。「直
接大ヒットになることではないが、企業、社会、
国のために必要な大切な研究です。メーカー
との共同研究の中で、「これはうちの価値にな
る。」と言われるなど、自分が取り組んでいる課
題や所属グループが行っている研究が求められ
ているなと実感することも多く、責任とやりがい
を感じています。自分が関わった研究が、研究
室だけに留まらず社会に出ていくので、社会にど
のようなニーズがあるのか、どのような制度や運
用、法律が関わっているのか、といったところま
で把握する必要があるという点が、他の研究機
関とは違うところだと思います。」
　そんな大事な仕事の一員に加わっていること
が嬉しいと話す中澤さんは、縁の下で大きな力を
発揮してくれるに違いない。

人より遠回りしてもうまく自分のものにすればいい
好きなことに熱中することで良い成果に結びつく
　子どもの頃から好きなものに熱中するタイプだったと
いう斎藤さんは、数学と理科が好きで、大学では地
球科学を専攻。夜通し運転して一人で山に入り、意
気揚 と々調査をしていたこともあるという。
　一度大学を休学し、財団法人で水質検査の仕事
に携る経験を持つが、その時に行った化学分析の
仕事をもっと学びたいと専攻を変えて大学に戻り、大
学院へ進んだ。「これまでレールを外れたことがなかっ
たのですが、むしろこの経験が自分を見直す機会に
もなり、将来の目標を明確化することに繋がったよう
に思います。人より遠回りをすることも、うまく自分の
ものにできれば必ず役に立ちます。」と話す。
　産総研への志望動機は、ここでしかでき
ない新しい定量分析手法『定量NMR
法の研究』に携わるため。大学
院時代に対象としていた有
機化合物たちは、世界中ど
こにも標準物質（ものさし）
がなく、化合物ごとに研究
室で独自に合成して揃える
必要があった。しかし、それ
らが要らず、たった一つのものさ
しから様々な化合物を定量できる
定量NMR法に出会い、その魅力と
将来性に感銘を受ける。当時、定量
NMR法は実用化してまもない段階
だったが、これを将来的に地球科学

分野に応用できれば、今まで誰も解らなかった地球
の歴史解明につながることが想像できる。そういうワ
クワクした将来を思い描いたのがきっかけだ。
　「採用された時の決め手は、面接審査の時に『私
はここで定量NMR法の研究がしたい！』との思いを
熱く語ったことで、審査委員の方に私の並々ならぬ
情熱が伝わったのだと思っています。」とは齋藤さん
の自己分析。「好きなことに熱中する大切さが仕事上
でも活かされていると思います。自分が面白いと思え
ることに特に力を入れると、結果として良い成果を生
むアイデアに結び付きました。嫌々やっていては良い
結果は生まれません。自分がやってみたい、この方
法は面白そうだと思った研究はとても充実していまし
たし、周りも十分に認めてくれる結果が得られました。」
　とは言え、入所したばかりの頃は日々 の業務をこな
すことで精いっぱい。そもそも、ここは社会で必要と
なるものさしの整備を最優先業務としているため、や
りたい研究を両立させる気力と体力が足りないうえ、
初めて学ぶ定量NMR法をどのように発展させてい
けばよいのか…。まさに雲上の城を地上から見上げ
てなす術なしという状態だったそう。しかし、「目指し
たいと思えるすばらしい上司に巡り会え、研究活動
に不可欠な論理展開の力と忍耐力を身に付けること
ができ、日々 の業務と両立できるようになりました。産
総研は50代でも貪欲に研究に向かう先輩方が多く、
日々 たくさんの刺激を受けています。」と。斎藤さんの
持つ可能性は無限大に広がっていくことだろう。

P R O F I L E

■入所年　2012年
■研究内容
1H核磁気共鳴法による定量分析（定量NMR法）
の高度化研究と有機標準物質開発への応用

斎藤 直樹さん
物質計測標準研究部門　
有機基準物質研究グループ

Naoki SAITO

社会と繋がる研究で誰かの役に立つ
研究を仕事にするのは想像より難しく面白い

女性研究者にも働きやすい環境がある産総研で
博士号取得を目指しコツコツと研究に取り組みたい

いつまでも貪欲に研究に向き合える職場です修士卒で研究者として採用され定年まで働ける環境が魅力

裁量労働制で研究の進捗に合わせた働き方が出来るのが魅力 社会や企業に求められる研究に責任とやりがいを感じています

　中学から大学まで吹奏楽部でトロンボーンを演奏し
ていたという和田さん。音楽を通して出会ったメンバー
とは、今でも仲が良く、素敵な仲間に恵まれましたと
話す。産総研では、素敵なパートナーとの出会いも
あり、2016年に結婚。家庭と仕事をバランス良く両

立している。
　産総研を志望したのは、修士1年のときに修
士の研究職採用があることを知り、現グループ

のリーダーから仕事内容などを聞く機会
があったのがきっかけだった。その後
は、研究所の総合職や公益法人系の
団体、さらには鉄道業界にも興味があっ
たので、広い視野で就職活動をした。
それでも、やはり研究者としての道を歩み
たい。産総研は人気があり、難しそうだと
思ったが、学生時代に学んだことを活かせ
る上に、修士卒なのに研究者として採用さ
れ、定年まで働ける環境に、かなり魅力を
感じて受けてみることにしましたと和田さん。
　産総研は、研究を産業に橋渡しする所。
自分の研究が産業にどう役立つのだろうか？
そんな思いを肌で感じたエピソードがある。
それは、入所して初めて書いたプラスチック中
のハロゲン分析についての論文を「読みました
よ。」と言ってくれた方に会ったり、この論文を英
語にして欲しいと言われたりしたことだ。英語の論
文の執筆が上手になることや、英語論文を読む力

はこれからの課題だという。
　研究者として働き、博士号を取りたいと日々 頑張っ
ている和田さんに、女性研究者の働きやすさを聞い
てみると「私の部屋は女性も多く、子育てしながら働
いている方もいます。先輩方のライフプランを参考に
させてもらえるので、これからの自分がイメージしやす
いですね。私も先輩方を見習って、ドクター取得に向
けて頑張っています。」修士で就職後もスキルアップの
ため、自らテーマを決めて、自分の軸を作ることがで
きることに魅力を感じている。
　出産や育児などを支援する制度が充実しており、
しかも修士卒で研究職として採用され定年まで働ける
ので、結婚、子育てなどと両立しながら、キャリアを
中断せずに実績を積み重ねていくことが出来る。実
際に自分の周りに中堅の女性研究者がいるのは心強
い。また、女性研究者の会もあり、悩み相談や情報
交換の場として、良い関係のコミュニティづくりが出来
ていると感じた。
　「研究に男性、女性は関係なく、自分で道を開い
てきた先輩を見習いたい。現在、私が携わる研究は
希土類元素の分析で、難しいテーマですが、産業
的にも技術的にも興味が持たれているテーマですの
で、頑張って取り組みたいです。酸化イットリウム中
のスカンジウムの分析法が開発できたので、他の元
素の分析法についてもどんどん研究していきたい。」
研究実績を企業で役立てるための、未来への橋が
和田さんの目の前にある。

P R O F I L E

■入所年　2013年　
■研究内容
無機分析に対応した標準物質の開発、
および分析技術の研究開発

和田 彩佳さん
物質計測標準研究部門　
無機標準研究グループ

Ayaka WADA 

松崎 和也さん
工学計測標準研究部門
幾何標準研究グループ

Kazuya MATSUZAKI
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P R O F I L E

■入所年　2014年
■研究内容
Ｘ線CTによる寸法・形状計測の
高精度化
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　実家は福岡県、大学は京都府、そしてつくばへ
「徐々に、東に移動してきた感じです。」と笑う松崎さ
んは、休日は今まで行ったことのない場所を歩いて、
新しい発見を楽しんでいるという。「つくばは田舎だ
からごみごみしていない。でも、必要な物は揃ってい
るし、都内に出かけるのも近くていいですよ。」と語る。
　産総研で働きたいと思ったきっかけは、見学会で
研究現場を見たり、研究者の話を聞いたりした時に
遡る。それまでは、計測の研究にどんな意味がある
のか、うまくイメージが出来なかった。現場を見て精
密に計測することを追求することが、想像より難しく、
そして面白そうだと感じた。「研究を仕事にする」こと
をリアルに実感した瞬間だった。「仕事を選ぶ時に大
切なのは、自分で選んだという気持ち。自分で決め
たんだから、頑張ろうって思えるじゃないですか。」そ
の顔には、日々 の研究への充実感が感じられた。
　松崎さんの主な研究内容は、Ｘ線CTによる
寸法・形状計測の高精度化。新しい解析方
法やプログラムを準備し、まずは想定した通
りに動いているか検証する。そうして取り
入れた手法を使用した結果、それまで分
からなかったことが明らかになった時が一

番楽しい。「計量標準の研究は、計測器の
ユーザが普段意識しないレベルの精度を追求す
るものなので、一般に理解されにくい面もあります
が、深く追及するからこそ、横に広がったり、縦
に広がったり、思いがけない広がりが見つかるこ

とがあります。研究の途中で、どうしても分からないこ
とがあって、悩みに悩んでやっと理解が出来て、研究
が前に進んだとき、論文にまとめられたときの達成感は
大きいです。」と話す。また企業との打ち合わせの中で、
現場の技術に自分たちの研究、知見や標準供給の
結果が反映されていることを知り、社会と直接つながっ
ていると実感できることにやりがいを感じると言う。
　「また産総研では、『フレックスタイム制』の他に『裁
量労働制』（研究職では一定の要件を満たせば実際
の労働時間に関わらず、労使協定で定めた一定の
時間を労働したものとみなして、自分の裁量で労働
時間を管理できる裁量労働制を選択することが可
能。労働時間の配分は、午前５時から午後10時ま
での間で自由であるが、午前７時前に始業する場合
には事前に管理者への届出が必要。）も取り入れて
いるので、研究の進捗に応じて自分に合った働き方
を決めることが出来るのも魅力。」だと話す。研究の
アイデアが浮かんだ時はでどんどん実験をするなど１
日の大半を仕事に充てたり、スケジュールに余裕の
ある時や仕事が思った通りに進まない時は、早々に
仕事を切り上げて気分をリフレッシュする。
　松崎さんの研究テーマである「計測の高精度化」
だが、現在取り組んでいる計測精度に影響する要
因を特定することに留まらず、それらの要因を排除し
た「世界で最高精度の装置」を開発したいと考えて
いる。そのアイデアは「大きくて広い研究所」の思い
がけない広がりから生まれるのかもしれない。

P R O F I L E

■入所年　2013年
■研究内容
測光・放射量に関する標準の研究開発、
光源の配光（光の広がり）や全光束の測定

中澤 由莉さん
物理計測標準研究部門　
光放射標準研究グループ

Yuri NAKAZAWA

自分のやりたいことはどこなら出来るのか
研究室に留まらず社会に出る研究を
　中澤さんは、中学では陸上部に所属、高校時代
は音楽部に入って、親が学業を心配するほど合唱ば
かりやっていたそうだ。大学からはつくば市で暮ら
していて、自転車で通勤する中澤さん。つくば
は都会っぽくなく、自然が多いのが気に入ってい
るという。大学の研究室のOBにも産総研関係
者がいたこともあり、産総研はもともと身近に
ある研究機関だったそうだ。
　大学時代は化学系の学部。恩師の先生
は物理や数学の知識が豊富で、基礎研究
の楽しさを教えてくれた。研究に対して非常
にストイックで、なにごとも論理的に考え、ま
た、学生ひとりひとりの適正を考えて指導し
てくれた先生は、研究者としても、ひとり
の人間としても尊敬でき、目標とする存在
だという。
　修士で卒業して企業で働くか、博士課
程に進むのか、在学中は非常に悩み、指導
教官や親にも何度も相談した中澤さんだが、
大学で行うような基礎研究に関心があり、研究
職として働きたいと思うようになった、そのなかで、
研究に欠かせない「計測」の基準となるものにつ
いて興味をもつ。また、恩師の物理化学の授業
で「温度の基準」に関する講義を聴き、物理量
の基準について考えるようになった頃、産総研
の計測に関する部門で修士卒の採用がある
ことを知り、産総研への就職を決意する。

　中澤さんは、測光・放射量に関する標準の研究開
発のグループに所属。「大学とは違う分野でしたので、
光の分野に慣れるまでは大変でした。けれど、測定
データの扱い方や解析の基礎といった研究活動の
基本となる部分や、研究結果を論文やスライドにま
とめる作業は、学生時代の研究室で学んだことが
役に立っています。」と話す。
　産総研は、産総研憲章「社会の中で、
社会のために」にあるように、学術的な追究
だけでなく、社会のためになることを行う研究
所。特に、計測標準はその役目からして「縁
の下の力持ち」だと思うと話す中澤さん。「直
接大ヒットになることではないが、企業、社会、
国のために必要な大切な研究です。メーカー
との共同研究の中で、「これはうちの価値にな
る。」と言われるなど、自分が取り組んでいる課
題や所属グループが行っている研究が求められ
ているなと実感することも多く、責任とやりがい
を感じています。自分が関わった研究が、研究
室だけに留まらず社会に出ていくので、社会にど
のようなニーズがあるのか、どのような制度や運
用、法律が関わっているのか、といったところま
で把握する必要があるという点が、他の研究機
関とは違うところだと思います。」
　そんな大事な仕事の一員に加わっていること
が嬉しいと話す中澤さんは、縁の下で大きな力を
発揮してくれるに違いない。

人より遠回りしてもうまく自分のものにすればいい
好きなことに熱中することで良い成果に結びつく
　子どもの頃から好きなものに熱中するタイプだったと
いう斎藤さんは、数学と理科が好きで、大学では地
球科学を専攻。夜通し運転して一人で山に入り、意
気揚 と々調査をしていたこともあるという。
　一度大学を休学し、財団法人で水質検査の仕事
に携る経験を持つが、その時に行った化学分析の
仕事をもっと学びたいと専攻を変えて大学に戻り、大
学院へ進んだ。「これまでレールを外れたことがなかっ
たのですが、むしろこの経験が自分を見直す機会に
もなり、将来の目標を明確化することに繋がったよう
に思います。人より遠回りをすることも、うまく自分の
ものにできれば必ず役に立ちます。」と話す。
　産総研への志望動機は、ここでしかでき
ない新しい定量分析手法『定量NMR
法の研究』に携わるため。大学
院時代に対象としていた有
機化合物たちは、世界中ど
こにも標準物質（ものさし）
がなく、化合物ごとに研究
室で独自に合成して揃える
必要があった。しかし、それ
らが要らず、たった一つのものさ
しから様々な化合物を定量できる
定量NMR法に出会い、その魅力と
将来性に感銘を受ける。当時、定量
NMR法は実用化してまもない段階
だったが、これを将来的に地球科学

分野に応用できれば、今まで誰も解らなかった地球
の歴史解明につながることが想像できる。そういうワ
クワクした将来を思い描いたのがきっかけだ。
　「採用された時の決め手は、面接審査の時に『私
はここで定量NMR法の研究がしたい！』との思いを
熱く語ったことで、審査委員の方に私の並々ならぬ
情熱が伝わったのだと思っています。」とは齋藤さん
の自己分析。「好きなことに熱中する大切さが仕事上
でも活かされていると思います。自分が面白いと思え
ることに特に力を入れると、結果として良い成果を生
むアイデアに結び付きました。嫌々やっていては良い
結果は生まれません。自分がやってみたい、この方
法は面白そうだと思った研究はとても充実していまし
たし、周りも十分に認めてくれる結果が得られました。」
　とは言え、入所したばかりの頃は日々 の業務をこな
すことで精いっぱい。そもそも、ここは社会で必要と
なるものさしの整備を最優先業務としているため、や
りたい研究を両立させる気力と体力が足りないうえ、
初めて学ぶ定量NMR法をどのように発展させてい
けばよいのか…。まさに雲上の城を地上から見上げ
てなす術なしという状態だったそう。しかし、「目指し
たいと思えるすばらしい上司に巡り会え、研究活動
に不可欠な論理展開の力と忍耐力を身に付けること
ができ、日々 の業務と両立できるようになりました。産
総研は50代でも貪欲に研究に向かう先輩方が多く、
日々 たくさんの刺激を受けています。」と。斎藤さんの
持つ可能性は無限大に広がっていくことだろう。

P R O F I L E

■入所年　2012年
■研究内容
1H核磁気共鳴法による定量分析（定量NMR法）
の高度化研究と有機標準物質開発への応用

斎藤 直樹さん
物質計測標準研究部門　
有機基準物質研究グループ

Naoki SAITO

社会と繋がる研究で誰かの役に立つ
研究を仕事にするのは想像より難しく面白い

女性研究者にも働きやすい環境がある産総研で
博士号取得を目指しコツコツと研究に取り組みたい

いつまでも貪欲に研究に向き合える職場です修士卒で研究者として採用され定年まで働ける環境が魅力

裁量労働制で研究の進捗に合わせた働き方が出来るのが魅力 社会や企業に求められる研究に責任とやりがいを感じています

　中学から大学まで吹奏楽部でトロンボーンを演奏し
ていたという和田さん。音楽を通して出会ったメンバー
とは、今でも仲が良く、素敵な仲間に恵まれましたと
話す。産総研では、素敵なパートナーとの出会いも
あり、2016年に結婚。家庭と仕事をバランス良く両

立している。
　産総研を志望したのは、修士1年のときに修
士の研究職採用があることを知り、現グループ

のリーダーから仕事内容などを聞く機会
があったのがきっかけだった。その後
は、研究所の総合職や公益法人系の
団体、さらには鉄道業界にも興味があっ
たので、広い視野で就職活動をした。
それでも、やはり研究者としての道を歩み
たい。産総研は人気があり、難しそうだと
思ったが、学生時代に学んだことを活かせ
る上に、修士卒なのに研究者として採用さ
れ、定年まで働ける環境に、かなり魅力を
感じて受けてみることにしましたと和田さん。
　産総研は、研究を産業に橋渡しする所。
自分の研究が産業にどう役立つのだろうか？
そんな思いを肌で感じたエピソードがある。
それは、入所して初めて書いたプラスチック中
のハロゲン分析についての論文を「読みました
よ。」と言ってくれた方に会ったり、この論文を英
語にして欲しいと言われたりしたことだ。英語の論
文の執筆が上手になることや、英語論文を読む力

はこれからの課題だという。
　研究者として働き、博士号を取りたいと日々 頑張っ
ている和田さんに、女性研究者の働きやすさを聞い
てみると「私の部屋は女性も多く、子育てしながら働
いている方もいます。先輩方のライフプランを参考に
させてもらえるので、これからの自分がイメージしやす
いですね。私も先輩方を見習って、ドクター取得に向
けて頑張っています。」修士で就職後もスキルアップの
ため、自らテーマを決めて、自分の軸を作ることがで
きることに魅力を感じている。
　出産や育児などを支援する制度が充実しており、
しかも修士卒で研究職として採用され定年まで働ける
ので、結婚、子育てなどと両立しながら、キャリアを
中断せずに実績を積み重ねていくことが出来る。実
際に自分の周りに中堅の女性研究者がいるのは心強
い。また、女性研究者の会もあり、悩み相談や情報
交換の場として、良い関係のコミュニティづくりが出来
ていると感じた。
　「研究に男性、女性は関係なく、自分で道を開い
てきた先輩を見習いたい。現在、私が携わる研究は
希土類元素の分析で、難しいテーマですが、産業
的にも技術的にも興味が持たれているテーマですの
で、頑張って取り組みたいです。酸化イットリウム中
のスカンジウムの分析法が開発できたので、他の元
素の分析法についてもどんどん研究していきたい。」
研究実績を企業で役立てるための、未来への橋が
和田さんの目の前にある。

P R O F I L E

■入所年　2013年　
■研究内容
無機分析に対応した標準物質の開発、
および分析技術の研究開発

和田 彩佳さん
物質計測標準研究部門　
無機標準研究グループ

Ayaka WADA 

松崎 和也さん
工学計測標準研究部門
幾何標準研究グループ

Kazuya MATSUZAKI
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P R O F I L E

■入所年　2013年
■研究内容
安定な温度場を実現、
様々な温度計の評価を行う研究

　子どもの頃は、祖父と一緒に鉄道旅行に行くのが
好きだったという斉藤さん。今でも休日に鉄道で一人
旅を楽しんでいる。列車に乗ってどこまでも移動する。
通り過ぎる風景を眺めながら、自分が住んでいる場
所とは異なるところを見つけるのが面白いという。本
やWebページでは言葉として記憶されるだけのもの
が、現地に赴くことで実感として入ってくる。また、
最近は自転車で筑波山や霞ヶ浦など近場を巡ること
も楽しみのひとつ。
　斉藤さんの行動原理の基本となっているのは、大
学時代の恩師が投げかけてくれた「せっかくチャンス
があるなら、やらないよりはやったほうが良い。」とい
う言葉だ。自分にやってきた機会は決して逃さないよ
うにしよう。じっとしているだけでは面白くないから行
動を起こす。その時に他人の話に耳を傾けることも
大切だという。実は、産総研もエントリーシートの締
め切り３日前に、周囲の会話に耳を傾けて見つけた
そうだ。
　就職活動に大事なことは「折れない心」だと斉藤
さん。人生100%うまくいくことは少ない。完璧な答え
に辿り着ける人はそういないので、根を詰めてばかり
は良くない。もちろん、途中で投げ出さずに続けるこ
とが必要だが、ふっとやる気がなくなる時もある。「そ
んな時こそ、〈まだ70%〉と思わずに、〈もう70%〉まで
来ることができたと思って、前向きな心で最後まで挑
戦することが大事だと思います。」と話す。
　産総研のあるつくば市には、以前に何度か来たこ

とがあり、研究所の町というイメージがあった。職場
ではムードメーカー的な存在の斎藤さんだが、職場
の雰囲気について「新人について気にかけ
てくれるところだと感じます。研究者というと
一匹狼みたいなところが多く、放っておか
れる印象もありますが、この職場は新人の
教育にも熱心に取り組んでいます。
先輩職員の方が気にかけてくれるの
で、質問や相談をしやすいです。」
と魅力を語る。
　日々の研究では、測定データが
おかしい、測定器が言うことを聞か
ない、プログラムが動かない等々、う
まくいかないこともある。大半は解決し
たところで大した成果にならないかもし
れないが、それらの中のごくわずかに、
論文になるような重要な発見があるか
もしれない。「うまくいかないことを放置
せずに、地道に解決することこそが『研
究する』という仕事なのではないかと思
い、今日も問題の解決を行っています。
今、研究グループでは、温度標準に
関する技術の応用先を広げる研究が
求められています。私もその一員として、
社会に温度標準を一層活用していただ
けるように、必要な研究開発を行ってい
きたいと考えています。」と斉藤さん。

せっかくのチャンスは決して逃さない
社会に役立つ研究で社会に恩返ししたい

自分の熱意を測るものさしを心に持って
世の中の人が驚くような研究がしたい

うまくいかないことを地道に解決することが「研究」の仕事

原因を地道に追求していくことがゴールに繋がっていく
　子どもの頃から動物が大好きで、小鳥の世話が楽
しかったという黒江さんは「所内でウサギやタヌキなど
に出会うことがあるんですよ。」と目を輝かせる。高校
時代に読んだ「生物と無生物のあいだ。」という本に
影響を受けて、将来は生物学に関する研究者になり
たいと思うようになる。大学では生物系の学部を専攻
し、食品に関する研究をしてきた。「研究室の先生は、
その分野で一目置かれるにも係わらず謙虚で話しや
すく、研究に対する熱意の塊のような人でした。今も
この先も、私にとって自分の熱意を測るものさ
しは、先生のように頑張れているかど
うかなんだろうなと思います。」と当時を
振り返る。
　産総研は、研究成果を社会で実用
化させる橋渡しを目的とした研究機関
なので、社会に近い研究が出来る
ところに魅力を感じた。また、大
学時代に研究した食品だけではな
く、計量標準総合センターが取り
扱う「測定」は、環境、医薬、農薬、建築、
自動車、と非常に広い分野に応用が利く
という点にも興味を持った。説明会に参加
して感じた「面白そう！やってみたい！」と
の直感を大事にしようと思い、志す。就
職活動は、自分は何が好きで、何に充実
感を覚えるのかをじっくり考えることができ
たいい機会だったという。

　入所２年目となり、自分で出来ることが徐々に増え
てきたと話す黒江さんは、いつか自分の研究成果が、
誰かから「なるほど！」と言ってもらえるよう努力の日々
を送っている。「大学時代はマウスを使った動物実験
をしていました。生き物の命を扱う研究だったので、
実験計画をしっかりと立てることが必須でした。今の
研究も、精確な測定を行うための実験計画は念入り
に立てることを大事にしています。」とも。しかし、とき
には大事な測定で思うようにいかず、何度もやり直し

をすることもある。「変わったデータが出た時
に、失敗と片付けるのではなく、原因を地
道に追究していくことでゴールに辿り着くの
だと学びました。また、グループの皆さんの
アドバイスがありがたかったです。」
　産総研では自分のペースで仕事を進め
られることが魅力のひとつだが、指示を
待って研究するわけではないので、主
体的に仕事をするための自己管理も大
切になる。今は標準物質の純度や濃度
を測るための研究や業務をしている黒江
さんだが、今後は、そういった標準物
質がなくても精確に測れるような技術の
研究に興味を持っている。「世の中の人
が驚くような研究がしたいです。」小さな
生命の大切さを知る黒江さんが、社会
の役に立てる研究成果で、誰かを笑顔
にする日がきっと来ることだろう。

P R O F I L E

■入所年　2016年　
■研究内容
標準物質に精確な純度もしくは
濃度を付与するための研究

黒江 美穂さん
物質計測標準研究部門　
有機基準物質研究グループ

Miho KUROE

P R O F I L E

■入所年　2016年　
■研究内容
アラニン線量計を用いた高線量放射線の
線量標準の開発

山口 英俊さん
分析計測標準研究部門　
放射線標準研究グループ

Hidetoshi YAMAGUCHI

斉藤 郁彦さん
物理計測標準研究部門　
温度標準研究グループ

Ikuhiko SAITOU
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■入所年　2016年
■研究内容
硬さ標準の開発・整備・供給、
硬さ値の信頼性向上に向けた
研究開発

田中 幸美さん
工学計測標準研究部門　
強度振動標準研究グループ

Yukimi TANAKA

子供の頃から身近な存在だった産総研で
社会に役立つ研究をできるのが嬉しい
　つくば市に自宅があり、子どもの頃から産総研は身
近だったという田中さん。常設展示のある地質標本
館で化石を見たり、夏休みの一般公開にも参加した。
一般公開は、子どもたちが楽しみながら科学技術
への興味を高めるイベントとして、実験や工作など
を行い、研究者が来場された方 と々のコミュニ
ケーションを取る機会にもなっている。田中さん
自身も将来はこういう場所で働きたいという思い
を持ち続けてきたという。
　修士卒の研究者の採用があると聞いて、
大学での説明会に参加。研究者と会い、研
究室を見学することで、自分がここで働いてい
るイメージが膨らんだという。「皆さん、自分で自
主的に研究をしていて、どこか楽しそうでした。
誇りを持って研究をしているなぁって思いました。」
　実際に働いてみると、仕事内容や時間の使
い方について自由度が高く「研究をしていてお
金を貰えるのは嬉しいです。（笑）」と話す。
大学では自分がやりたい研究をやっていたが、
今は社会に役立つための研究を行う。責任も重
くなるが、だからこそモチベーションもあがる。「自
分がしっかりしなきゃって思いますね。上司にも可
愛がってもらっていて、困った時には抱え込む前
に相談してねと声をかけてもらっています。」研究に
ついての大きな指針はあるが、縛られることもなく、
興味を持って取り組めば、応えてくれる環境がある
という。

　大学時代に学んだことと今の専門はほとんど異なる
ので、知識をそのまま活かすという機会はあまりない。

しかし、研究テーマに沿って実験を進め、文献
を調査して考察し、最終的に論文にまとめる、
という学生時代に行った一連の作業が、今
に活かされているそうだ。「それでも、いつも
試行錯誤中です。実験が思い通りに行か
ない時は、どうしてなんだろう？と論文を
調べたりして、どう実験をしていくか計
画を立てるのが難しい。」と田中さん。
　今年で２年目の田中さん。試行錯
誤を重ねることで、成果へのステップを
一歩一歩上っている。「製品の微小化
が進むにつれて、薄膜や極表層などの
局所的な”硬さ”を知りたい人が増加
すると考えています。ミクロなスケール
の機械特性を評価するナノインデンテー
ション法という手法があるのですが、そ
の手法で評価した値の信頼性を高める
研究をしていきたいと考えています。」と
キラキラした目で未来を語ってくれた。

興味を持って取り組めば応えてくれる環境がある
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目に見えないものを測定する研究が人々の生活を支える
失敗をクリアにして不確かさを小さくしていくことが楽しい
　高校時代はギターに熱中し、一時は音楽専門学
校に通おうと思ったという山口さんだが、物理が好き
で、大学で放射線の道を選んだ。一方、『畳の上の

格闘技』と言われる競技かるたにも熱中
した。競技かるたは戦略的なスポーツ
で、試合で勝つためには瞬発力や暗
記力など総合的な能力が必要になる。
団体戦の大会では男泣きするようなド
ラマもあり、サークルの仲間との思
い出は今でも胸を熱くする。
　手に職を持とう。そう決意して
放射線技師の養成課程に進学し免
許を取得したが「見えないものを測定
する。」という放射線の計測分野に魅
力を感じ、工学系の大学院に進学し、
研究者として放射線に関わることを選
ぶ。山口さんが行っていた放射線治
療など医療分野での放射線計測研究
が産総研にあることを知ったのが志望
のきっかけだ。
　実際に仕事をしてみて嬉しかった出
来事を聞くと「昨年の成果発表会の際
に、ユーザーの方から『現在こういう
点で困っているのですが、どのような
原因が考えられるでしょうか？』という
質問を受けたときです。まだ標準を
立ち上げている最中ではあるのです

が、自分が確立する標準を必要とする方がいる、と
実感できて嬉しかったです。」と山口さん。また、自
分が行っている測定において、『不確かさ』の大きい
部分を一つ一つ明らかにし、その『不確かさ』を小
さくしていくことにやりがいを感じていると話す。
　産総研をひとことで言うなら「いろいろな意味で広
い職場ですね。」と山口さん。「計量標準だけではなく、
地質調査、情報・人間工学など、幅広い分野にわたっ
て研究が行われているので、自分の研究で困ったこ
とが起きた時に、産総研の中で解決できることがあっ
たりします。」敷地も広く、外周道路を散歩していたら、
気づけば1時間も歩いており「気分転換のつもりがい
い運動になってしまった。」と笑う。
　山口さんの所属する放射線標準研究グループで
は、医療用リニアック（放射線治療装置）で利用さ
れる放射線量の標準を開発して医療の安全に貢献
する研究や、水晶体の被ばく線量を推定するための
線量標準を開発して健康被害低減に貢献する研
究、福島県の復興を支える放射線計測技術の研究
開発などを行っている。そして、「これからは、化学
線量計の標準や、その医療応用に関する研究開発
を進めていきたいです。」と未来を語る。これから40
年近く働くのなら、残りの人生が楽しいと思える仕事
をしたい。その思いは産総研で叶えられると思うと山
口さんは語る。

これからの人生が楽しいと思えることを仕事にして欲しい
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■入所年　2013年
■研究内容
安定な温度場を実現、
様々な温度計の評価を行う研究

　子どもの頃は、祖父と一緒に鉄道旅行に行くのが
好きだったという斉藤さん。今でも休日に鉄道で一人
旅を楽しんでいる。列車に乗ってどこまでも移動する。
通り過ぎる風景を眺めながら、自分が住んでいる場
所とは異なるところを見つけるのが面白いという。本
やWebページでは言葉として記憶されるだけのもの
が、現地に赴くことで実感として入ってくる。また、
最近は自転車で筑波山や霞ヶ浦など近場を巡ること
も楽しみのひとつ。
　斉藤さんの行動原理の基本となっているのは、大
学時代の恩師が投げかけてくれた「せっかくチャンス
があるなら、やらないよりはやったほうが良い。」とい
う言葉だ。自分にやってきた機会は決して逃さないよ
うにしよう。じっとしているだけでは面白くないから行
動を起こす。その時に他人の話に耳を傾けることも
大切だという。実は、産総研もエントリーシートの締
め切り３日前に、周囲の会話に耳を傾けて見つけた
そうだ。
　就職活動に大事なことは「折れない心」だと斉藤
さん。人生100%うまくいくことは少ない。完璧な答え
に辿り着ける人はそういないので、根を詰めてばかり
は良くない。もちろん、途中で投げ出さずに続けるこ
とが必要だが、ふっとやる気がなくなる時もある。「そ
んな時こそ、〈まだ70%〉と思わずに、〈もう70%〉まで
来ることができたと思って、前向きな心で最後まで挑
戦することが大事だと思います。」と話す。
　産総研のあるつくば市には、以前に何度か来たこ

とがあり、研究所の町というイメージがあった。職場
ではムードメーカー的な存在の斎藤さんだが、職場
の雰囲気について「新人について気にかけ
てくれるところだと感じます。研究者というと
一匹狼みたいなところが多く、放っておか
れる印象もありますが、この職場は新人の
教育にも熱心に取り組んでいます。
先輩職員の方が気にかけてくれるの
で、質問や相談をしやすいです。」
と魅力を語る。
　日々の研究では、測定データが
おかしい、測定器が言うことを聞か
ない、プログラムが動かない等々、う
まくいかないこともある。大半は解決し
たところで大した成果にならないかもし
れないが、それらの中のごくわずかに、
論文になるような重要な発見があるか
もしれない。「うまくいかないことを放置
せずに、地道に解決することこそが『研
究する』という仕事なのではないかと思
い、今日も問題の解決を行っています。
今、研究グループでは、温度標準に
関する技術の応用先を広げる研究が
求められています。私もその一員として、
社会に温度標準を一層活用していただ
けるように、必要な研究開発を行ってい
きたいと考えています。」と斉藤さん。

せっかくのチャンスは決して逃さない
社会に役立つ研究で社会に恩返ししたい

自分の熱意を測るものさしを心に持って
世の中の人が驚くような研究がしたい

うまくいかないことを地道に解決することが「研究」の仕事

原因を地道に追求していくことがゴールに繋がっていく
　子どもの頃から動物が大好きで、小鳥の世話が楽
しかったという黒江さんは「所内でウサギやタヌキなど
に出会うことがあるんですよ。」と目を輝かせる。高校
時代に読んだ「生物と無生物のあいだ。」という本に
影響を受けて、将来は生物学に関する研究者になり
たいと思うようになる。大学では生物系の学部を専攻
し、食品に関する研究をしてきた。「研究室の先生は、
その分野で一目置かれるにも係わらず謙虚で話しや
すく、研究に対する熱意の塊のような人でした。今も
この先も、私にとって自分の熱意を測るものさ
しは、先生のように頑張れているかど
うかなんだろうなと思います。」と当時を
振り返る。
　産総研は、研究成果を社会で実用
化させる橋渡しを目的とした研究機関
なので、社会に近い研究が出来る
ところに魅力を感じた。また、大
学時代に研究した食品だけではな
く、計量標準総合センターが取り
扱う「測定」は、環境、医薬、農薬、建築、
自動車、と非常に広い分野に応用が利く
という点にも興味を持った。説明会に参加
して感じた「面白そう！やってみたい！」と
の直感を大事にしようと思い、志す。就
職活動は、自分は何が好きで、何に充実
感を覚えるのかをじっくり考えることができ
たいい機会だったという。

　入所２年目となり、自分で出来ることが徐々に増え
てきたと話す黒江さんは、いつか自分の研究成果が、
誰かから「なるほど！」と言ってもらえるよう努力の日々
を送っている。「大学時代はマウスを使った動物実験
をしていました。生き物の命を扱う研究だったので、
実験計画をしっかりと立てることが必須でした。今の
研究も、精確な測定を行うための実験計画は念入り
に立てることを大事にしています。」とも。しかし、とき
には大事な測定で思うようにいかず、何度もやり直し

をすることもある。「変わったデータが出た時
に、失敗と片付けるのではなく、原因を地
道に追究していくことでゴールに辿り着くの
だと学びました。また、グループの皆さんの
アドバイスがありがたかったです。」
　産総研では自分のペースで仕事を進め
られることが魅力のひとつだが、指示を
待って研究するわけではないので、主
体的に仕事をするための自己管理も大
切になる。今は標準物質の純度や濃度
を測るための研究や業務をしている黒江
さんだが、今後は、そういった標準物
質がなくても精確に測れるような技術の
研究に興味を持っている。「世の中の人
が驚くような研究がしたいです。」小さな
生命の大切さを知る黒江さんが、社会
の役に立てる研究成果で、誰かを笑顔
にする日がきっと来ることだろう。
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■入所年　2016年　
■研究内容
標準物質に精確な純度もしくは
濃度を付与するための研究

黒江 美穂さん
物質計測標準研究部門　
有機基準物質研究グループ

Miho KUROE
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■入所年　2016年　
■研究内容
アラニン線量計を用いた高線量放射線の
線量標準の開発

山口 英俊さん
分析計測標準研究部門　
放射線標準研究グループ
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斉藤 郁彦さん
物理計測標準研究部門　
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■入所年　2016年
■研究内容
硬さ標準の開発・整備・供給、
硬さ値の信頼性向上に向けた
研究開発

田中 幸美さん
工学計測標準研究部門　
強度振動標準研究グループ

Yukimi TANAKA

子供の頃から身近な存在だった産総研で
社会に役立つ研究をできるのが嬉しい
　つくば市に自宅があり、子どもの頃から産総研は身
近だったという田中さん。常設展示のある地質標本
館で化石を見たり、夏休みの一般公開にも参加した。
一般公開は、子どもたちが楽しみながら科学技術
への興味を高めるイベントとして、実験や工作など
を行い、研究者が来場された方 と々のコミュニ
ケーションを取る機会にもなっている。田中さん
自身も将来はこういう場所で働きたいという思い
を持ち続けてきたという。
　修士卒の研究者の採用があると聞いて、
大学での説明会に参加。研究者と会い、研
究室を見学することで、自分がここで働いてい
るイメージが膨らんだという。「皆さん、自分で自
主的に研究をしていて、どこか楽しそうでした。
誇りを持って研究をしているなぁって思いました。」
　実際に働いてみると、仕事内容や時間の使
い方について自由度が高く「研究をしていてお
金を貰えるのは嬉しいです。（笑）」と話す。
大学では自分がやりたい研究をやっていたが、
今は社会に役立つための研究を行う。責任も重
くなるが、だからこそモチベーションもあがる。「自
分がしっかりしなきゃって思いますね。上司にも可
愛がってもらっていて、困った時には抱え込む前
に相談してねと声をかけてもらっています。」研究に
ついての大きな指針はあるが、縛られることもなく、
興味を持って取り組めば、応えてくれる環境がある
という。

　大学時代に学んだことと今の専門はほとんど異なる
ので、知識をそのまま活かすという機会はあまりない。

しかし、研究テーマに沿って実験を進め、文献
を調査して考察し、最終的に論文にまとめる、
という学生時代に行った一連の作業が、今
に活かされているそうだ。「それでも、いつも
試行錯誤中です。実験が思い通りに行か
ない時は、どうしてなんだろう？と論文を
調べたりして、どう実験をしていくか計
画を立てるのが難しい。」と田中さん。
　今年で２年目の田中さん。試行錯
誤を重ねることで、成果へのステップを
一歩一歩上っている。「製品の微小化
が進むにつれて、薄膜や極表層などの
局所的な”硬さ”を知りたい人が増加
すると考えています。ミクロなスケール
の機械特性を評価するナノインデンテー
ション法という手法があるのですが、そ
の手法で評価した値の信頼性を高める
研究をしていきたいと考えています。」と
キラキラした目で未来を語ってくれた。

興味を持って取り組めば応えてくれる環境がある

私
が
N
M
I
J
を
選
ん
だ
理
由

目に見えないものを測定する研究が人々の生活を支える
失敗をクリアにして不確かさを小さくしていくことが楽しい
　高校時代はギターに熱中し、一時は音楽専門学
校に通おうと思ったという山口さんだが、物理が好き
で、大学で放射線の道を選んだ。一方、『畳の上の

格闘技』と言われる競技かるたにも熱中
した。競技かるたは戦略的なスポーツ
で、試合で勝つためには瞬発力や暗
記力など総合的な能力が必要になる。
団体戦の大会では男泣きするようなド
ラマもあり、サークルの仲間との思
い出は今でも胸を熱くする。
　手に職を持とう。そう決意して
放射線技師の養成課程に進学し免
許を取得したが「見えないものを測定
する。」という放射線の計測分野に魅
力を感じ、工学系の大学院に進学し、
研究者として放射線に関わることを選
ぶ。山口さんが行っていた放射線治
療など医療分野での放射線計測研究
が産総研にあることを知ったのが志望
のきっかけだ。
　実際に仕事をしてみて嬉しかった出
来事を聞くと「昨年の成果発表会の際
に、ユーザーの方から『現在こういう
点で困っているのですが、どのような
原因が考えられるでしょうか？』という
質問を受けたときです。まだ標準を
立ち上げている最中ではあるのです

が、自分が確立する標準を必要とする方がいる、と
実感できて嬉しかったです。」と山口さん。また、自
分が行っている測定において、『不確かさ』の大きい
部分を一つ一つ明らかにし、その『不確かさ』を小
さくしていくことにやりがいを感じていると話す。
　産総研をひとことで言うなら「いろいろな意味で広
い職場ですね。」と山口さん。「計量標準だけではなく、
地質調査、情報・人間工学など、幅広い分野にわたっ
て研究が行われているので、自分の研究で困ったこ
とが起きた時に、産総研の中で解決できることがあっ
たりします。」敷地も広く、外周道路を散歩していたら、
気づけば1時間も歩いており「気分転換のつもりがい
い運動になってしまった。」と笑う。
　山口さんの所属する放射線標準研究グループで
は、医療用リニアック（放射線治療装置）で利用さ
れる放射線量の標準を開発して医療の安全に貢献
する研究や、水晶体の被ばく線量を推定するための
線量標準を開発して健康被害低減に貢献する研
究、福島県の復興を支える放射線計測技術の研究
開発などを行っている。そして、「これからは、化学
線量計の標準や、その医療応用に関する研究開発
を進めていきたいです。」と未来を語る。これから40
年近く働くのなら、残りの人生が楽しいと思える仕事
をしたい。その思いは産総研で叶えられると思うと山
口さんは語る。

これからの人生が楽しいと思えることを仕事にして欲しい

Fresh

Interv
iew

私がNM
IJを

 選んだ理
由

Fresh

Interv
iew

私がNM
IJを

 選んだ理
由
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物理標準および標準物質を整備し、トレーサビリティ
の高度化を図るとともに、SIの再定義など次世代
計量標準の開発も進めています。

中小企業などへの情報提供や、相談および技術支
援を行っているほか、国際同等性の確保にも貢献し
ています。

計測・分析・解析手法および計測機器、分析装置の
開発、高度化、データベースの整備を行っています。

特定計量器の基準器検査や型式承認、計量器の規
格策定を行っています。計量教習や講習を通じた人
材育成にも力を入れています。

NMIJの組織

計量標準の開発には、多様な技術を集結した総合力
が必要です。NMIJには様々なバックグラウンドの研
究職員が集まり、ともに研究を行っています。

2011年度以降に採用した
NMIJ研究職員の出身分野

産総研の人材育成の
取り組み

NMIJが担うミッション

計量標準の整備と利活用促進 計量標準の普及活動

階層別研修
特定の階層ごとに職務遂行上必要となる知
識・能力等を習得・向上させることを目的とし
た研修です。
（研究職員の例）　
・新規採用職員合同研修
・若手研究員初期研修
・若手研究員フォローアップ研修
・若手研究員研究展開スキル研修
・中堅研究職員研修　　　　　　　　他多数

プロフェッショナル研修
専門性を磨くことで、自己の職務遂行能力を
高めるとともに、キャリアパスを設計していく
ことを目的とする研修です。
（研究職員の例）　
・研究資金獲得研修
・英語プレゼンテーション研修　　　　他多数

資格取得のための講習会等
（例）　　
・衛生工学衛生管理者
・有機溶剤作業主任者講習
・危険物取扱者（甲種）試験準備講習会　
　　　　　　　　　　　　　　　　  他多数

補助制度
（例）
・外国語学校又は通信講座の受講者への補助
・資格取得補助金

計量標準に関連した
計測技術の開発

法定計量業務の実施と
人材の育成

■ エネルギー・環境領域

産総研の７研究領域

■ 生命工学領域

■ 情報・人間工学領域

■ 材料・化学領域

■ エレクトロニクス・製造領域

■ 地質調査総合センター

■ 計量標準総合センター

計量標準総合センター
National Metrology Institute of Japan

■ 研究戦略部

■ 工学計測標準研究部門

■ 物理計測標準研究部門

■ 物質計測標準研究部門

■ 分析計測標準研究部門

■ 計量標準普及センター

研究企画室

計量標準調査室

国際計量室

標準供給保証室

標準物質認証管理室

法定計量管理室

計量研修センター

新領域創成科学研究科物質系専攻

薬学研究科

工学研究科機械理工学専攻

工学研究科原子核工学専攻

理学研究科化学専攻

理工学研究科化学専攻

生命科学研究科生命科学専攻

システム工学研究科システム工学専攻

工学研究科（論文博士）

理工学研究科物理学専攻

理工学研究科基礎理工学

工学研究科マテリアル理工学専攻

理学系研究科物理学専攻

数理物質科学研究科物質材料工学

工学系研究科物理工学専攻

薬学研究科薬学専攻

理工学研究科原子核工学専攻

自然科学研究科多様性科学

理学研究科物理学専攻

MechanicsSchool of Aerospace

理学研究科高分子科学

理工学研究科電気電子工学専攻

理学系研究科化学専攻

数理物質科学研究科物理学専攻

物質理学研究科物質科学専攻

生命環境科学研究科環境科学専攻

理工学研究科物性物理学専攻

理学系研究科物理学専攻

環境科学研究科環境科学専攻

理学研究科地球惑星科学専攻

理学部地球惑星科学専攻

理工学研究科分子物質化学

数理物質科学研究科物質創成先端科学専攻

農学研究科生命科学専攻

理学系研究科地球惑星科学専攻

理学系研究科物理学専攻

医学工学総合教育部機能材料システム工学専攻

システム工学研究科システム工学専攻

工学系研究科原子力国際専攻

総合理工学研究院・物質理工学専攻

工学系研究科精密機械工学専攻

工芸科学研究科設計工学専攻

工学系研究科電子工学専攻

理学研究科物理学専攻

自然科学研究科物理学専攻

理学研究科物理学専攻

理工学研究科理工学専攻

工学系研究科物理工学専攻

総合理工学研究科物質科学創造専攻

工学研究科精密工学専攻

システム情報工学研究科コンピュータサイエンス専攻

理工学研究科物性物理学専攻

理工学研究科機械工学専攻

理化学専攻

理学研究科物理学・宇宙物理学専攻

農学生命科学研究科応用生命科学専攻

理工学研究科材料工学専攻

理工学研究科機械制御システム専攻

工学研究科電子情報システム専攻

工学系研究科原子力国際専攻

理工学研究科化学専攻

工学研究科電気電子情報工学専攻

理学研究科素粒子宇宙物理学専攻

新領域創成科学研究科自然環境学専攻

新領域創成科学研究科人間環境学専攻

水産科学院海洋応用生命科学専攻

理工学研究科電気電子工学専攻

博士

修士

男

女

男

女

性別専門分野最終学歴

定量NMRによる迅速な標準物
質の整備

有機標準物質の整備

単結晶シリコン球体の形状を絶
対測定するレーザー干渉計

SI単位の再定義

水素ディスペンサーの普及に必
要な規格・標準の整備

水素取引への対応

一般計量教習の様子
計量人材の育成

医療用リニアックを用いた治療
レベル線量標準

医療の信頼性向上

単一光子レベルの微弱光の測
定を可能にする超電導検出器

光子1個からの計測

残留農薬分析用標準物質
（玄米）

食品分析をサポート

JICA集団研修の様子
国際的な人材交流

産総研では、様々な「研修」や資格取得の
ための「各種講習会」の他、「資格を取得す
る際の費用を補助する制度」などを用意し、
優秀な人材の育成に力を入れています。
ここでは、その一部をご紹介いたします。

ノーベル賞受賞者・Klaus von Klitzing教授のNMIJ所内講演会

2017.4.1以降

2017.4.1現在
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物理標準および標準物質を整備し、トレーサビリティ
の高度化を図るとともに、SIの再定義など次世代
計量標準の開発も進めています。

中小企業などへの情報提供や、相談および技術支
援を行っているほか、国際同等性の確保にも貢献し
ています。

計測・分析・解析手法および計測機器、分析装置の
開発、高度化、データベースの整備を行っています。

特定計量器の基準器検査や型式承認、計量器の規
格策定を行っています。計量教習や講習を通じた人
材育成にも力を入れています。

NMIJの組織

計量標準の開発には、多様な技術を集結した総合力
が必要です。NMIJには様々なバックグラウンドの研
究職員が集まり、ともに研究を行っています。

2011年度以降に採用した
NMIJ研究職員の出身分野

産総研の人材育成の
取り組み

NMIJが担うミッション

計量標準の整備と利活用促進 計量標準の普及活動

階層別研修
特定の階層ごとに職務遂行上必要となる知
識・能力等を習得・向上させることを目的とし
た研修です。
（研究職員の例）　
・新規採用職員合同研修
・若手研究員初期研修
・若手研究員フォローアップ研修
・若手研究員研究展開スキル研修
・中堅研究職員研修　　　　　　　　他多数

プロフェッショナル研修
専門性を磨くことで、自己の職務遂行能力を
高めるとともに、キャリアパスを設計していく
ことを目的とする研修です。
（研究職員の例）　
・研究資金獲得研修
・英語プレゼンテーション研修　　　　他多数

資格取得のための講習会等
（例）　　
・衛生工学衛生管理者
・有機溶剤作業主任者講習
・危険物取扱者（甲種）試験準備講習会　
　　　　　　　　　　　　　　　　  他多数

補助制度
（例）
・外国語学校又は通信講座の受講者への補助
・資格取得補助金

計量標準に関連した
計測技術の開発

法定計量業務の実施と
人材の育成

■ エネルギー・環境領域

産総研の７研究領域

■ 生命工学領域

■ 情報・人間工学領域

■ 材料・化学領域

■ エレクトロニクス・製造領域

■ 地質調査総合センター

■ 計量標準総合センター

計量標準総合センター
National Metrology Institute of Japan

■ 研究戦略部

■ 工学計測標準研究部門

■ 物理計測標準研究部門

■ 物質計測標準研究部門

■ 分析計測標準研究部門

■ 計量標準普及センター

研究企画室

計量標準調査室

国際計量室

標準供給保証室

標準物質認証管理室

法定計量管理室

計量研修センター

新領域創成科学研究科物質系専攻

薬学研究科

工学研究科機械理工学専攻

工学研究科原子核工学専攻

理学研究科化学専攻

理工学研究科化学専攻

生命科学研究科生命科学専攻

システム工学研究科システム工学専攻

工学研究科（論文博士）

理工学研究科物理学専攻

理工学研究科基礎理工学

工学研究科マテリアル理工学専攻

理学系研究科物理学専攻

数理物質科学研究科物質材料工学

工学系研究科物理工学専攻

薬学研究科薬学専攻

理工学研究科原子核工学専攻

自然科学研究科多様性科学

理学研究科物理学専攻

MechanicsSchool of Aerospace

理学研究科高分子科学

理工学研究科電気電子工学専攻

理学系研究科化学専攻

数理物質科学研究科物理学専攻

物質理学研究科物質科学専攻

生命環境科学研究科環境科学専攻

理工学研究科物性物理学専攻

理学系研究科物理学専攻

環境科学研究科環境科学専攻

理学研究科地球惑星科学専攻

理学部地球惑星科学専攻

理工学研究科分子物質化学

数理物質科学研究科物質創成先端科学専攻

農学研究科生命科学専攻

理学系研究科地球惑星科学専攻

理学系研究科物理学専攻

医学工学総合教育部機能材料システム工学専攻

システム工学研究科システム工学専攻

工学系研究科原子力国際専攻

総合理工学研究院・物質理工学専攻

工学系研究科精密機械工学専攻

工芸科学研究科設計工学専攻

工学系研究科電子工学専攻

理学研究科物理学専攻

自然科学研究科物理学専攻

理学研究科物理学専攻

理工学研究科理工学専攻

工学系研究科物理工学専攻

総合理工学研究科物質科学創造専攻

工学研究科精密工学専攻

システム情報工学研究科コンピュータサイエンス専攻

理工学研究科物性物理学専攻

理工学研究科機械工学専攻

理化学専攻

理学研究科物理学・宇宙物理学専攻

農学生命科学研究科応用生命科学専攻

理工学研究科材料工学専攻

理工学研究科機械制御システム専攻

工学研究科電子情報システム専攻

工学系研究科原子力国際専攻

理工学研究科化学専攻

工学研究科電気電子情報工学専攻

理学研究科素粒子宇宙物理学専攻

新領域創成科学研究科自然環境学専攻

新領域創成科学研究科人間環境学専攻

水産科学院海洋応用生命科学専攻

理工学研究科電気電子工学専攻
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女

性別専門分野最終学歴

定量NMRによる迅速な標準物
質の整備

有機標準物質の整備

単結晶シリコン球体の形状を絶
対測定するレーザー干渉計

SI単位の再定義

水素ディスペンサーの普及に必
要な規格・標準の整備

水素取引への対応

一般計量教習の様子
計量人材の育成

医療用リニアックを用いた治療
レベル線量標準

医療の信頼性向上

単一光子レベルの微弱光の測
定を可能にする超電導検出器

光子1個からの計測

残留農薬分析用標準物質
（玄米）

食品分析をサポート

JICA集団研修の様子
国際的な人材交流

産総研では、様々な「研修」や資格取得の
ための「各種講習会」の他、「資格を取得す
る際の費用を補助する制度」などを用意し、
優秀な人材の育成に力を入れています。
ここでは、その一部をご紹介いたします。

ノーベル賞受賞者・Klaus von Klitzing教授のNMIJ所内講演会

2017.4.1以降

2017.4.1現在



R E C R U I T M E N T  I N F O R M A T I O N

N a t i o n a l  M e t r o l o g y  I n s t i t u t e  o f  J a p a n

研究職員（修士卒・博士卒）

計量標準総合センター

未
来
は
かろ
う！

を

計量標準総合センター
国立研究開発法人 産業技術総合研究所

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

採用案内
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［お問い合わせ先］
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計量標準総合センター　研究戦略部
〒305-8563  茨城県つくば市梅園1-1-1  中央第3
TEL ０２９-８６１-４３４６　FAX 029-861-4099
URL: https://www.nmij.jp/inquiry/


